
[２]これまでの市街地活性化の取り組み 

 現在まで都市計画法に基づく都市計画マスタープランを策定していない本町

であるが、平成８年度には別海地区の市街地整備方針を示した「別海町中心市

街地景観整備計画」(以下、景観整備計画と表記)、次いで平成１０年度には、

別海、尾岱沼、西春別、中春別を含む４地区の市街地形成について示した「別

海町市街地整備計画マスタープラン」を策定している。 

いずれも平成元年度から開始となった第４次別海町総合開発計画に則った内

容として、住民の参加機会を設け、策定したものである。 

 

（

１）

１)別海町中心市街地景観整備計画のあらまし 

別海地区の市街地整備方針として掲げられたもの 

景観整備計画は、別海地区の市街地形成の骨格となる一般国道 243 号線や

根中線などの歩道拡幅整備を軸とし、個性豊かな道路環境づくりや美しい沿

道の街並みづくりなどが方針として定められている。 
 

○別海町中心市街地景観整備計画概要図 

<テーマ> <基本方針> <具体的施策> <整備項目>
・まちを包むグリーンベルトの形成
・西別川河川敷の保全
・市街地内に残るまきばと森を生か

した土地利用
・町民憩いの森の充実

・市街地内の円滑な道路ネットワー
クの形成

・人にやさしい生活道路の整備

・市街地のまとまりあるゾーン形成
・特色あるプロジェクトの推進

・歩道空間の整備
・物産館の整備
・交流拠点の充実

・沿道の土地利用の明確化
（ゾーニング）
・道づくりのテーマの設定

・舗装、街路樹、植栽、街路灯の
整備

・まちづくり協定の締結
・別海町らしい建物景観モデルプラ

ンづくり

・街並み形成のしくみづくり
・景観形成に向けた推進事業の検討

まちの顔となる商業
ゾーンの形成

中心市街地の
街づくり

個性豊かな道
路環境づくり

美しい沿道の
街並みづくり

人
と
自
然
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
タ
ウ
ン

個性ある道づくり

道路景観の整備

沿道の街並みの形
成

景観整備の推進方
策

自然と共生するまち
づくり

市街地の道路ネット
ワークづくり

特色ある土地利用と
プロジェクト
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２）別海町中心市街地景観整備計画に基づく事業 

景観整備計画においては、主要施設として定めた「別海町交流館｣（以下、

ぷらとと表記）や｢別海寿団地公営住宅建替事業｣など、現在でも別海地区

の市街地形成を考える上で、重要な施設となっている。 

 

○インフラ（生活基盤）整備に関する事業 

別海市街地では、国道２４３号と道道本別海別海停車場線、根中線が交

わる周辺に事業所が集積している。「まちの顔となる商業ゾーン」の環境整

備として、歩道空間の拡幅、冬季の堆雪スペースの確保や歩行者の安全性・

快適性の向上を課題として掲げ、国及び道に要請を行い、歩道空間や街路

灯の整備などを実施した。 

 

しかしながら、近年では空き店舗や未利用地の増加が表面化してきてお

り、来街者に衰退した街のイメージを与えている。 

 

○福祉施設に関する事業 

基本方針では、「公共施設の整備にあたっては、維持・管理の面や利用者

の利便という点で関連した機能を持った施設が近接し、まとまったゾーン

を形成することが望まれる」(別海町,平成８年,２１頁)として、病院や老

人介護施設、保健センターなどの「保健福祉ゾーン」、郷土資料館や図書館、

中央公民館などの「文化歴史ゾーン」といった関連する施設が集積するよ

う整備を目指した。 

 

現在、老朽化した中央公民館の建て替え時期となっており、関連した機

能を持った施設とのゾーン形成の他、現代的課題である中心市街地の空洞

化と併せ検討していく必要がある。 

 

 ○住宅供給に関する事業 

  別海町公営住宅再生マスタープラン（別海町,平成６年）を引用し、公営

住宅の建て替え地である寿町周辺を「ゆうゆうライフスタイルモデルゾー

ン」として位置づけている。特に高齢の入居者に対応した別海寿団地は、

旧鉄道橋を歩道橋として活用することによって、徒歩圏約５００ｍ内に小

売業や飲食業が集積している旧別海駅前周辺への徒歩によるアクセスを実

現させている。また、同様に位置づけている公営住宅｢イーストタウン寿団

地｣は、更に５００ｍ程離れて立地している。 

なお、２つの公営住宅入居率は、別海寿団地で９８％（平成２５年４月
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１日時点）。イーストタウン寿団地で９７％（平成２５年４月１日時点）と

高い入居率となっており、ともに一定の成果を挙げていると考える。 

 

  今後は、高齢化がさらに進み車社会に対応できない高齢者等の増加が予

想されることから、様々な環境や状況において町民が自立した暮らしを選

択できるよう、小売等事業者の集積地に隣接する居住環境の整備が必要に

なると考えられる。 

 

○商業ゾーン形成に関する事業 

景観整備計画では、ぷらと周辺の更なる充実を基本方針に掲げ、まちの

顔にふさわしい活気ある商業ゾーンづくりを進めていくことが記されてい

る。 

ぷらとは、町民の心身の健康と生活文化の向上を図るため、研修や交流

を深め、知識と教養を高める場として整備され、現在、貸館業務としては、

２階に設置されている会議室や和室において平成２４年度14,930人の利用

があり、一定の成果を挙げている。 

 

   今後も、旧別海駅前周辺を商業ゾーンとして捉え活性化させるためには

個々の事業者の取り組みだけなく、周辺公共施設の需要を高め来街装置と

して機能させることが重要になる。 

 

○その他に関する事業 

景観整備計画の策定にあたっては、基本的に国道・道道の歩道拡幅を契

機とした街並みの整備という要素が非常に強いため、景観に関する事業の

記載が多数を占めている。また、「別海市街地まちづくり推進協議会」など、

町民と行政が一体となり検討を重ね、内容を積み上げてきた様子が読み取

れる。 

 

本計画においても、町民と行政が一体となり検討を重ね、計画を実行す

ることにより、最大の効果を発揮するものと考えられる。 

 

(

１）

２)別海町市街地整備計画マスタープランのあらまし 

基本方針として掲げられたもの 

別海町市街地整備計画マスタープラン（以下、マスタープランと表記）

は、景観整備計画の実施を受け、広く町内におけるまちづくりに資する計

画として、住民主体における推進事業と公共における推進事業が併記され
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た形となっている。 

 

２）別海町市街地整備計画マスタープランに基づく事業 

   マスタープランは方針的な部分が大部分を占め、具体的な事業の集積を

目的とした記述がない。しかしながら、酪農工場、体験加工施設の整備、

公園や緑地と市街地をつなぐアプローチルートの確保など主要な整備は達

成されている。 

但し、マスタープランにおいて、現在大きな課題となっている中心市街

地の空洞化や都市機能の集約については触れられていない。 

 

○全町的に取り組むべき推進事業 

公共主体の推進事業 住民主体の推進事業 

○ソフト事業 

・景観賞の創設 

・シンポジウムの開催 

・ふるさと講演会の開催 

・公共建築物のデザインガイドラ

インづくり 

・景観助成制度の創設 

・「景観づくり」啓蒙事業 

○ソフト事業 

・草刈やゴミ拾い運動の推進 

 ・花いっぱい運動の推進 

 ・記念植樹の推進 

 ・ふるさと再発見 

 ・写生大会や写真撮影会 

 ・イルミネーションやライトアッ

プによる夜の景観づくり 

○ハード事業 

・歩道空間の整備 

・主要道路への街路樹の植栽と花

壇の配置 

・案内板、サインの整備 

・ベンチや街路灯などのストリー

トファニチャーの整備 

・ポケットパークや広場の整備 

・景観に配慮した公共住宅づくり 

・公園、広場などの周辺河川の親

水性の向上 

○ハード事業 

 ・屋外広告物の整備 

 ・商店街のまちなみ整備 

 ・景観に配慮した住宅づくり 
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○別海地区(抜粋)について 

 

市街地整備の基本テーマ 「森が導くまちづくり」 

市街地の整備方針  

○市街地を取り囲む緑のモールの形成 

  ・既存樹林の保全、維持管理、更新 

  ・緑のモールをつなぐ新規樹林の植栽、育成 

 ○市街地内をつなぐ緑のモールの形成 

  ・街路樹の植栽、育成 

  ・快適かつ安全な歩道空間の整備 

  ・主要施設への誘導サイン整備 

  ・公園や緑地と市街地をつなぐアプローチルートの確保 

    (旧鉄道橋の歩道橋としての活用や新規ルートの整備検討)  

  ・緑のモールの景観的演出 

    (沿道の草地管理、道路工作物の色彩統一) 

 ○森のまちづくりの拠点形成 

  ・ふるさとの森を森の博物館としての活用 

  ・グリーン広場のオートキャンプ場としての活用 

  ・ふるさとの森とパークゴルフ場、ランニングコースの一体的利用

  ・町民憩いの森公園を森の普及啓発施設としての活用 

    (花看板設置、森林体験プログラム等) 

  ・防風林、街路樹の町民主導の維持管理 

(枝打ち、下草刈り等) 

 ○西別川の適正な利用 

  ・西別川の豊かな自然環境の保全 

  ・子供達が遊べるような親水空間としての整備 

 ○基幹産業の普及・啓発 

  ・酪農工場、体験交流センターの整備 
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